
平成２６年度第７回県政参画電子アンケート 

『とっとり若者自立応援プランの見直しに関するアンケート』調査結果 

 

１ 調査概要 

・テーマ：とっとり若者自立応援プランの見直しに関するアンケート 

 ・期間：平成 26 年 7月 16 日(水) ～ 7 月 28 日(月) 17:00 まで 

 ・対象：県政参画電子アンケート会員 

 ・回答：３９３名／４８０名（８１．９％） （※回答者数は重複回答者除く） 

  

２ アンケートの調査目的 

鳥取県では、若者の巣立ちを応援するために「とっとり若者自立応援プラン（以下「プラン」と 

いう。）」を平成２４年３月に策定しました。 

その中で、プランの基本的な考え方の一つとして、『社会的に自立していく力を蓄えるため、若い 

うちに芸術・文化・スポーツやボランティアなど、様々な事柄に伸び伸びと挑戦し、経験を積むこ 

とができる環境整備を目指す』こととしており、皆様のお考えや御提案をおきかせいただきたく、 

アンケートを実施します。 

   なお、プランでは、いわゆるニート、ひきこもりといわれるかたなど困難な状況にある子ども・ 

若者の支援についても記述しています。そのため、プランが対象とする「若者」の範囲については、 

概ね 10 歳から 20 歳代までのすべてのかた及び 30歳代であって経済的、社会的自立に困難を有する 

かたとしています。 

 

（問１）あなたの年齢についてお教えください。  

１ １９歳以下    3 人 0.8% 
 

２ ２０歳～２４歳    22 人 5.6% 
 

３ ２５歳～２９歳    27 人 6.9% 
 

４ ３０歳～３４歳    56 人 14.2% 
 

５ ３５歳～３９歳    65 人 16.5% 
 

６ ４０歳～４４歳    57 人 14.5% 
 

７ ４５歳～４９歳    50 人 12.7% 
 

８ ５０歳～５４歳    33 人 8.4% 
 

９ ５５歳～５９歳    23 人 5.9% 
 

１０ ６０歳～６４歳    25 人 6.4% 
 

１１ ６５歳～６９歳    15 人 3.8% 
 

１２ ７０歳以上    17 人 4.3% 
  

 



（問２） 若者が育つ環境として、あなたが住んでいる地域の良いところは 
どんなところだと思いますか。＜３つまで選択可＞  

１ 自然体験をする場や 
機会が豊富  

  220 人 56% 
 

２ 人情があり地域の人と

のふれあいが多い  
  142 人 36.1% 

 

３ 友人や仲間が多い    55 人 14% 
 

４ 教育環境がよい    69 人 17.6% 
 

５ 働く場所が多い    37 人 9.4% 
 

６ 地域の団体の活動が 
盛ん  

  27 人 6.9% 
 

７ 子育て支援の体制が 
整っている  

  85 人 21.6% 
 

８ 社会福祉環境にすぐれ

ている  
  18 人 4.6% 

 

９ 文化施設が豊富    23 人 5.9% 
 

１０ 娯楽・レジャー施設 
が豊富  

  15 人 3.8% 
 

１１ 特に良い点はない    57 人 14.5% 
 

１２ わからない    21 人 5.3% 
 

１３ その他     6 人 1.5% 
  

 
（問３） 問２の理由や、良いところの具体例をお聞かせください （自由記載欄） 
 

（問４） あなたが後輩や子どもたちに「これだけは若いうちに是非やっておくべきだ」と勧めたいこ

とはどんなことですか。＜3 つまで選択可＞  
１ 一生つきあえるような 
友人を作ること  

  116 人 29.5% 
 

２ いろいろな人とつきあ 
って人間関係を豊かにし 
ておくこと  

  198 人 50.4% 
 

３ 将来役に立つ技術や資 
格を身につけること  

  142 人 36.1% 
 

４ 様々なことにチャレン 
ジすること  

  202 人 51.4% 
 



５ 人生の方向をじっくり 
と考えておくこと  

  54 人 13.7% 
 

６ 体力づくりをすること    54 人 13.7% 
 

７ 忍耐力を身につける 
こと  

  61 人 15.5% 
 

８ 読書などを通じて自分 
の内面を豊かにすること  

  77 人 19.6% 
 

９ 趣味や楽しいことをし 
ておくこと  

  70 人 17.8% 
 

１０ 社会を良くするため 
の努力をすること  

  12 人 3.1% 
 

１１ 恋愛をすること    29 人 7.4% 
 

１２ 結婚相手を見つける 
こと  

  11 人 2.8% 
 

１３ 外国へ行って見聞を 
広めること  

  39 人 9.9% 
 

１４ 仕事や勉強に打ち込 
むこと  

  54 人 13.7% 
 

１５ お金をもうけること    11 人 2.8% 
 

１６ 特にない    1 人 0.3% 
 

１７ その他    10 人 2.5% 
  

 
（問５） ご自身が実際に取り組んでおられることや、過去に取り組んだ経験から良かったと思われる 

ことをお書きください。 （自由記載欄） 
 

（問６）若者が様々な事柄に伸び伸びと挑戦し、経験を積むためには、ご自身の経験も含め、何が必要

だと思いますか。次の中から、最も重要と考えられることを１つお選びください。  

１ 一緒に活動できる仲間    120 人 30.5% 
 

２ 活動に使える時間    36 人 9.2% 
 

３ 活動に利用できる 
施設・場所  

  65 人 16.5% 
 

４ 活動に関する指導者    66 人 16.8% 
 

５ 活動資金    43 人 10.9% 
 

６ 活動に対する大人・ 
地域の人の理解  

  61 人 15.5% 
 

 



 
（問７）若者が様々な事柄に伸び伸びと挑戦し、経験を積むことができる環境整備について提案や 

アイディアをお書きください。 （自由記載欄） 
 

（問８）あなたがボランティア活動に参加しようとする場合に何を求めますか。＜２つまで選択可＞  
１ ボランティアを受け入れる

団体・ＮＰＯ等に関する情報 
  164 人 41.7% 

 

２ ボランティア活動を行いた

い人と、受け入れる人を結びつ

ける人（団体等） 
  163 人 41.5% 

 

３ ボランティア活動に関する

学習機会 
  86 人 21.9% 

 

４ ボランティア保険への加入

や事故への対応 
  35 人 8.9% 

 

５ ボランティア活動のための

休暇・休職制度 
  113 人 28.8% 

 

６ 特になし   36 人 9.2% 
 

７ その他   13 人 3.3% 
  

 


